
 
 

デュアル・モード・ビークル（ＤＭＶ）に関する技術評価検討会 

結果概要 

 

 

１．日  時： 令和２年１月１７日(金)  １５：３０～１８：００ 

２．場  所： 中央合同庁舎３号館８階 国際会議室 

３．出 席 者： （別紙のとおり） 

４．結果概要： 

議事（１）ＤＭＶの技術開発と過去の技術評価について 

 ＤＭＶはＪＲ北海道で技術開発が進められ、平成 27 年 10 月に、「デュアル・モー

ド・ビークル（ＤＭＶ）に関する技術評価委員会」において、一定の前提条件（「Ｄ

ＭＶ専用線区」、「単車運行」等）の下でのＤＭＶの実用化が可能として評価されて

いる旨について、国土交通省から説明した。 

 

 

議事（２）阿佐海岸鉄道のＤＭＶ導入と今後の進め方について 

 阿佐海岸鉄道から、以下の内容について説明があった。 

 阿佐東線の経営状況や路線の特徴 

 ＤＭＶの導入経緯 

 ＤＭＶシステムの車両や地上設備等の概要 

 ＤＭＶシステムに対する安全性評価を(公財)鉄道総合技術研究所が実施してい

るところであり、現時点においては安全性に影響を与える大きな差異は認めら

れていないこと 

 本年の夏頃には走行試験を行い、試験内容については (公財)鉄道総合技術研究

所の知見を踏まえ、検討していくこと 

 委員から、主な意見として以下の内容について発言があった。 

 過去の評価条件（ＪＲ北海道 釧網線等）との最小曲線半径やカントの違いを考

慮し、しっかりと走行安全性（急曲線通過性能）の検証を行うべき 

 阿佐東線の気象の状況を踏まえ、しっかりと走行安全性（強風等による安全性）

の検証を行うべき 

 国交省から、今後のＤＭＶに関する技術評価検討会での検討項目や検討スケジュー

ルについて説明し、了解が得られた。 
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ＤＭＶに関する技術評価検討会 出席者 
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